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「運動器」ってご存じですか？

まずは手術以外の治療から…

「整形外科」ってどんな診療科？

　運動器とは体を動かすのに必要な器官のことで、
骨・関節・背骨・靭帯・筋肉など、脳や内臓を除いたほと
んどが当てはまります。循環器や消化器と同じよう
に、人が生きていくのに大切な人体の仕組みです。

　首の痛み、肩こり、膝や股などの関節痛、腰痛、坐骨
神経痛など一般的によくある症状は日常生活で負担
がかからないようにしたり、適切な体操や筋力トレー
ニングをしたりすることで軽減します。さらに飲み
薬、注射、サポーターやコルセットなどの装具を併用
することでよくなることもあります。症状がよくなら
ず生活に支障がある場合は、精密検査の結果によって
手術が必要になることもあります。症状が続くようで
あれば、早めに整形外科に相談されることをお勧めし
ます。

　運動器のいろいろな病気やけがを治療するところ
です。
　治療の目的は、大きく分けて2つあります。

　❶ 運動機能をできるだけ元通りにすること
　❷ 痛みをとること

　どちらも前向きな目的であるため、どの患者さまも
モチベーション高く治療に取り組んでいただけます。
治療において手術は最後の手段です。まずは手術をせ
ずに、日常生活の改善に加えリハビリテーション・装
具・薬を用いた自然治癒能力を最大限に引き出す治療
を第一としています。若年者にはQOL(生活の質 )を
さらに向上し、高齢者には健康寿命を延ばしていただ
くことを目標としています。
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「手術」ってこわい治療？

整形外科のギモンにお答えします…

　「手術」というコトバに恐怖を感じない患者さまはいな
いと思います。手術の危険性はゼロではありませんが、以
前に比べると手術の技術や機械が進歩し安全性も確立さ
れてきています。運動器をあつかう専門家として細部に
こだわり、体への負担を最小限にする方法で治療を行っ
ていますので過度の心配は必要ありません。当院では身
体の各部位ごとに専門性をもって手術を行っています。
手術の一部を紹介します。

●頚椎の神経圧迫：顕微鏡による筋肉を温存する手術
●手関節の神経圧迫：内視鏡による侵襲の少ない手術
●膝･股関節の変形性関節症：人工関節に入れ替える手術
●腰椎の神経圧迫：顕微鏡による筋肉を温存する手術
●骨折：身体の各部位に適合した人工物で固定する手術

　以上のように患者さま個々の病態にあわせた手術をし
た後、可能な限りより早期に離床し、社会や家庭に復帰で
きるような診療を行っています。

　術後の社会や家庭への復帰にはリハビリテーションがかか
せません。また高齢の患者さまが多いため、介護保険による生
活支援や自宅での生活を目的とした転院が必要になることも
あります。これらをスムーズに行うため、整形外科だけではな
くリハビリテーション部や医療連携センターなどとのつなが
りを大切にしています。各部門とカンファレンスを行い患者
さまの情報を共有し、入院から退院までを安全かつ快適に過
ごしていただけるようにしています。

グルコサミンやコンドロイチンなどのサプリメントは 
関節の痛みに効果がありますか？

サプリメントはあくまで健康食品ですので、医薬品と
違って安全性や有効性を示す研究データが少ないのが現
状です。患者さまの自己判断で使用できますが、その効果
は個人差があるようです。サプリメントは高価であるた
め、同じ値段であれば同じコンドロイチンを含んだフカ
ヒレを食べる方が美味しくてよくなった気がするとおっ
しゃる患者さまもおられます。

整形外科に行けばいいですか？ 
接骨院に行けばいいですか？

整形外科は医師による治療を受けるところです。接骨院は
柔道整復師、鍼灸師、マッサージ師などによる医療類似行
為（施術）を受けるところです。整形外科ではあらゆる病気
が対象になりますが、接骨院で対象になるのはケガによる
打撲・骨折・捻挫・脱臼に限られ、レントゲン撮影などの検
査や薬の処方をすることはできません。患者さまが整形外
科を受診するか接骨院を受診するかは自由ですが、その施
設の違いと治療できる病気の種類を正しく理解したうえ
で選択していただかなければなりません。

病院に行けばいいですか？開業医に行けばいいですか？

まずは近くの開業医を受診することをお勧めします。整形
外科の開業医であれば広い分野でオールマイティな診療
を行っており、より専門性の高い治療が必要な場合には
病診連携により当院を紹介受診できるシステムになって
います。予約もできるため待ち時間の短縮にもつながりま
す。近くの開業医を受診して「かかりつけ医」とすること
で、困った時に身近なところで適切なアドバイスをもらえ
るのもメリットの一つです。
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手術風景
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褥瘡対策チームのメンバー

NSTラウンドの様子

褥
じょく

瘡
そう

（床
とこ
ずれ）は、寝たきりや栄養状態が悪くなった患者

さまが、同じ姿勢で長時間過ごすことによっておこって
きます。褥瘡ができると、傷の痛みはもちろんのこと、その治療
のために入院期間が長くなってしまいます。
　我々の『褥瘡対策チーム（床ずれがんばって治しま小隊）』
は、医師・看護師・作業療法士・栄養士・事務職員でできており、
主治医や病棟看護師と連絡を取りながら、褥瘡の予防と治療に
がんばっています。
　隔週の火曜日には褥瘡がある患者さまのところにラウンドして、患者さまに傷の状態を説明しながら、主治
医・病棟看護師と一緒に治療（褥瘡予防マットレスの選択・治療方法の相談・皮膚の観察とスキンケアの指導な
ど）にあたっています。

栄 養管理はすべての治療の基盤であり、栄養管理が
適切かどうかで患者さまの治療後の経過はよくも

悪くもなります。
　NSTの対象は、栄養管理を必要とするすべての患者さ
まです。静脈栄養（末梢、中心静脈などの点滴）や経腸栄養
（経鼻、胃瘻、腸瘻チューブ）ばかりでなく、通常の経口投
与（食事）も、もちろん栄養管理の大切な手法です。
　当院では、入院時に栄養スクリーニングによる評価を

実施して栄養管理の必要性を判断し、さらに入院中に病状の変化などで栄養状態が悪くなった患者さまを主治
医の許可のもとに週1回ラウンドしています。NSTラウンドでは、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、言語療法
士、歯科衛生士などのさまざまな職種が、患者さまの栄養状態から最適な栄養量、ふさわしい栄養方法を提言
し、栄養管理上ともなう合併症の予防・その早期発見や治療、さらに栄養管理の計画や相談などを行い、早期退
院や社会復帰への手助けをしています。

入院生活を安心して
過ごしていただくために…
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栄養サポートチーム



緩和ケアチーム

感染防止対策チーム

●

●

緩和ケアチームラウンドの様子

廃棄物処理方法の確認

各職種の専門性を活かした医療チームがラウンド
（巡視）を行い、入院生活をサポートしています。

緩和ケアとは、【終末期医療】ではなく、がんと診断された
時から行われる医療です。がん医療における緩和ケア

は、がんに伴う体と心の痛みを和らげ、生活やその人らしさを
大切にする考え方です。
　がん患者さまは、治療や病気による痛みを経験されています
が、痛みを我慢するという傾向にあります。がん疼痛治療法に
より、約8割の方は痛みを取り除くことができるといわれてい
ますので、痛みを我慢しないでください。
　緩和ケアチームは、患者さまの痛み・吐き気・息苦しさ・だるさ・

食欲不振・気分の落ち込みなど、体や心の不調による症状を和らげ、生活やご自身らしく生きるためのお手伝いの一
環として、医師、看護師、薬剤師、理学療法士で入院患者さまに対してラウンドしています。
　緩和ケアチームの診療をご希望される方は、主治医や看護師にご相談ください。

感 染防止対策チームは、患者さま・ご家族そして職員
の感染の機会を最小限に抑えることを目的に活動

しています。病院は感染症のある方を治療する場所であ
るとともに、免疫力の低下した方を治療する場所でもあ
ります。感染が拡がらないように実際にどこまで実践で
きているかを確認するために医師・看護師・薬剤師・臨床
検査技師でラウンドを行っています。病室の前にある手
指消毒剤の使用状況の確認もその対象となります。
　また、最近は抗菌薬（抗生物質）が効きにくくなる耐性
菌がマスコミで話題となっています。むやみやたらと使用すると抗菌薬が効きにくくなりますので、適切に使
用されているか薬剤の使用方法も確認しています。その他、手袋やマスクなどの着脱・環境清掃・ごみの廃棄に
至るまで目を光らせ、感染予防の啓発と入院患者さまの安全に努めています。

5
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MR I Magnetic Resonance Imaging（磁気共鳴画像）

医療安全に配慮し、診断に有用な画像を提供するとともに、患者
さまに安心して検査を受けていただけるよう努めております。

魚津
久留

古野
松元

出口
廣谷

岡村

強 い磁石と電波を使って、体の内部の状態
を画像化する方法です。いろいろな角度

から体の断面を見ることができ、ほとんどの部
位を撮影することが可能です。脳卒中やがんの
診断、脳動脈瘤の早期発見に役立っています。

MRI検査とは

1�放射線は使用しません。
2�検査中は工事現場のような非常に大きな音
がします。
3� 筋肉や内臓などの柔らかい部分も詳しく撮
影できます。
4�造影剤を使用せずに血管の撮影が可能です。
5�非常に強い磁石を使っていますので金属を
持ち込むと危険です。

体内に金属（ペースメーカーや人
工内耳など）が入っている方や、

まゆ墨（まゆの入れ墨）・ネイルアート
などをされている方は検査が出来ない
場合がありますので、担当者にご相談く
ださい。当院では、医療事故防止のため
に体内金属の確認を入念に行っており
ます。ご理解ご協力のほど、よろしくお
願いいたします。

特 徴 検査の流れ

検査の注意点

1

4

2

3

検査着に着替えて、金属チェックを
行います。

検査時間は約15分から40分です。

検査台に横になって、専用の機器を
取り付けます。

検査中は大きな音がしますので
ヘッドホンをしていただきます

（検査によってはヘッドホンから音
楽を聴くこともできます）。

検査説明 MRI操作室

！
（MRI担当技師）
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松下記念病院は、『かかりつけ医』をご紹介いたします。
ご希望の方は医療連携センター
『患者様受付カウンター』までお越しください。

　普段から患者さまの病歴や体質を知っていて、体調が悪い
時等、いつでも診てもらえ、また必要に応じて専門医や病院を
紹介してくれる「身近な開業医」のことです。

『かかりつけ医』とは…

地域医療ネットワークのしくみ

紹介状をお持ちになると、なにかと便利です。

紹介状をご持参ください

地域医療ネットワーク

かかりつけ医

松下記念病院

紹介状

紹介状

「大きな検査が必要だ」
「入院して治療を
  お願いしよう」

「検査結果を報告しよう」
「治療が終了したので、
 退院して地域の診療所で
 の診察を続けてもらおう」

『かかりつけ医』を持ちましょう
当院を受診される場合は「かかりつけ医」からの
紹介状をご持参ください。

松下記念病院では、急性期
病院として入院患者の

診療、緊急を要する医療、専門
領域の診療、『かかりつけ医』
からの紹介患者の診療を主に
行う役割を担っています。
　しかし、風邪や軽い腹痛・け
が、症状の安定した慢性疾患
の方の通院が多くなると、高

度な医療設備や医療機器、
人材など有効活用できてい
ません。
　そのため、一次診療は地域
の診療所（かかりつけ医）で
受診していただき、必要に応
じて診療所からの紹介で当
院を受診する地域医療連携
をお願いしております。

っておきたい、

受診のこころえ

vol.1

お気軽に
ご相談ください

保険外併用療養費
（5,250円）を免除

1

事前に予約すると、
優先的に診察検査
（待ち時間の短縮）
を実施

2

現在までの病状、検
査、治療経過がわか
るため、同じ検査をし
ないで済み、「時間」と
「医療費」が節約

3

かかりつけ医との
連携をとりながら
の治療

4

　『かかりつけ医』で専門的な検査や治療が必
要と診断された場合は、『かかりつけ医』から
当院の医療連携センターに予約を取ってもら
い『紹介状』を持参して受診してください。



糖尿病人口の増加、高齢化、合併症の進行、動脈硬化の合併などを
背景に、近年、糖尿病患者さまの足病変が増加しています

　1月21日 (土 )に当院、講義室にて入院患者さまとそのご家族をお招きし、
ディズニー映画上映会を開催しました。
　当日は13名のご参加をいただき、ボランティアも一緒に楽しみました。
　参加者からは「入院中にこんな機会があるなんてとても楽しかった」「大型画
面での鑑賞はとても綺麗で見応えがありました」「数十年ぶりに妻と一緒に映画
を楽しめて良い思い出ができました」などさまざまなご感想をいただきました。
　今後も開催予定です。機会がございましたらご参加ください。

ボランティアと
病院スタッフ

院
内
シ
ア
タ
ー
の
様
子

お問い合わせ・ご意見等ございましたら、下記までご連絡ください。
松下記念病院 広報委員会 〒570-8540 大阪府守口市外島町5番55号
Tel.06-6992-1231（代表）　Fax.06-6992-4845
http://www.mhio.panasonic.co.jp/kinen/htm

発 行

『院内シアター』を開催しました
～カールじいさんの空飛ぶ家～

足病変には、爪の変形・爪や皮膚の白癬（水虫）・爪周囲の炎症（赤く
なったり痛くなったり）・足の変形・タコ・皮膚潰瘍（皮膚に穴がで

きること）・火傷などがあります。
　これらの原因の第一は無関心と放置と言われており、糖尿病足病変を
予防していくためには、糖尿病と足の関係を知り、足に関心をもってフッ
トケアを行う必要があります。
　フットケア外来では、専任の看護師が足病変予防のためのセルフケア
を指導します。対象は、糖尿病があり足病変を合併しやすい患者さまにな
ります。少しでも足病変が減少することをめざしています。

フ ッ 新ト 設ケ 外 のア 来

診察風景

糖尿病・内分泌科部

第
１
回

スタッフの声
入院中の患者さまに楽しいひ
とときを過ごしていただきた
いと思い企画しました。

毎週金曜日14時30分よりフットケア外来（予約制）を開設しています

院内でボランティアが活躍しています！！

お
問
合
せ
先

病院・はーとぴあボランティアに
関するお問い合わせは、
松下記念病院１階「総合案内」へ
Tel . 06－6992－1231（代表）


